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教育委員会からのおしらせ

日　時：７月２日（土）  午後１時30分～午後４時00分
　　　　　　３日（日）  午前10時00分～午後３時30分
会　場：下諏訪総合文化センター　小ホール・軽体育室ほか
入場料：小学生以上500円（当日700円）
　　　　※2日間共通（1日のみ観劇の場合も料金は同じです）
★チケットは平安堂諏訪店・笠原書店本店・下諏訪総合文化センター窓口でお求めください。
　＜問い合わせ先＞　　下諏訪総合文化センター(TEL 28-0018 ）

演　題：「諏訪の温泉と観光」　　　　講　師：　前富士見小学校長　伊藤　文夫　
日　時：７月10日（日）　午後１時30分～午後３時00分　　　　　
会　場：文化センター集会室

町民大学　―下諏訪を学ぶ ①―

しもすわ人形劇まつり　２０１１

　下諏訪は古くから温泉地として有名です。「なぜこの地に温泉が湧出するのか」「温泉と
は何か」「地質的にみた諏訪盆地は」等々を理解した上で、全国の観光地の街並みや町おこ
しを参考にしながら、下諏訪町の良さを再発見し、温泉を核とした町の活性化を考えてみた
いと思います。(講師コメント)

あすなろ学級に参加させてもらって、家庭ではなか
なかできない体験をたくさんさせていただきました。
親も子も大満足です。（木下 美華さん）

　昨年下諏訪に引っ越してきて、子どもたちも私も
まだまだお友だちや知り合いが少ない現状。今年度
は参加して、学級を通して親子共々お友だちになり
たい、また普段できないことも、こういう場ならい
ろいろ体験できて楽しいだろうな、と張り切って申
し込んだあすなろ学級。全１５回元気に皆勤賞で参
加できました。（吉田 直子さん）
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合
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。

　

一
月
二
十
三
日
（
日
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に
第
一
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、
三
月
六

日
（
日
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に
第
二
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が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
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五
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八
日
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皮
切
り
に
、
計
六
回
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

町PTAに先駆けて、下諏訪北小学校で「家庭読書の週間」を
昨年12月に実施しました。下記のグラフはその実施状況です。
初めての取り組みにも関わらず、多くのご家庭で取り組ま
れていました。

どの学年も60%を越える取り組みです。やはり学年が上が
るにつれ、いっしょに読むということは少なくなるようです
が、これは自然なことなのかも知れません。
では中学生はどうでしょうか。

声  ～下諏訪南小学校「図書館だより」より～
H23.１.31発行

・おとうさんといっしょに本をよんでみて
たのしかった。「１１ぴきのねことあほう
どり」を１ページずつ、こうたいによんで
みておもしろかった。
　　　　　　　　　（１年  なかい まゆ）
・この親子読書の企画はとてもよかったと
思います。私の家はよく家族で本を読むの
ですが、最近はみんな忙しくて家庭読書を
していなかったので、久しぶりに楽しめま
した。　　　　　　（６年　篠遠　早紀）

言葉は関係を紡ぎます

町ＰＴＡ連合会が勧める

家庭読書の推進

つむ

家庭読書の日について
・知っていた･･･８人
・知らなかった･･･７人

お家で本を読みましたか
・読んだ･･･12人
・読まない･･･３人

お家の方も一緒に本を読みましたか
・読んだ･･･0人
・読まない･･･15人

～下諏訪社中学校　図書館だより「読利夢」より～
　　　　　　　　　　　　　　　　H23.2.4発行

＜図書委員会の活動として＞
　・お昼の放送での周知、図書館での呼びかけ
　・コーナーの設置
＜図書委員へのアンケート＞

　一人読書の楽しみを知ってしまった児童生徒に「一緒に読む」ことを望むのは、無理なことなのか
もしれません。しかし、読んだ本を話題にしたり、親の書架から子どもがそっと本を持っていって読
んだりなど、親子のコミュニケーションやふれあいが、形を変えて生まれそうです。人間の精神を形
造っている言葉が、本を媒介にして、豊かな心と豊かな人間関係を育むのではないでしょうか。
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「
さ
あ
出
発
！
十
四
匹
の
引
越
よ
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読
み
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か
せ
を
し
て
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る
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母
さ
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だ
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が
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え
て
き
た
。
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ぶ
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と
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入
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と
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く
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を
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せ
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ら
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に
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を
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て

い
た
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読
書
を
通
し
て
親
と
子
が
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絆
を

紡
い
で
い
る
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に
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は
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が
和
ん
だ
。

　

そ
の
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る
前
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し
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え
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た

ね
。
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
私
に

読
み
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

（
篠
遠
）

あすなろ学級あすなろ学級

親子で楽しく、大きなシャボン玉で遊ぶ


